
CMCOS（コムコス）は、
建材製造時の CO2 低減を目的とした

『低 CO2 建材専用データベース』です。

建材 CO2
検索システム

「CMCOS＼コムコス」は東急建設の登録商標（登録第 6788780 号）です。

〔コムコス〕

CMCOS の特長

CMCOS の仕組

最新の低 CO2 建材が自動的に集まる︕ CO2 の低い順にランキング表示ができる︕

CO2 とコストのバランスチェックが可能︕

範囲・基準が異なる建材も比較できる︕

各機関の EPD を網羅︕自主算定も OK ︕

下の URL から会員登録すれば、完全無料で、すぐ閲覧することができます︕

https://cmcos-co2.com/

・登録された情報を閲覧
・使用建材の選定
・評価の記入

・検索 /比較 /ランキング表示 ・新しい建材を登録
・建材情報の更新
・評価のチェック

建材検索

システム利用者
（設計者・施工者等）

CMCOS
（WEB データベース）

建材メーカー

建材登録
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クラウド上のデータベースに、建材メーカーが直接建材を登録・編集し、登録された建材をシステム利用者が閲覧・
検索できる仕組みです。

CMCOS では登録時に算定範囲を統一し、独自ロジック（特許出願中）で
各建材メーカーの算定値を自動換算し、同基準で比較検討できます。

上記により算定基準の異なる機関の EPD も同じように扱うことができ、
比較できます。自主算定の建材も登録できるため、選択肢が広がります。

「絞り込みパネル」で検索条件を設定すると、各部位で CO2
削減量が低い順にランキング表示でき、簡単に最も効果的な
低 CO2 建材を抽出できます。一般的に CO2 比較はできません
が、独自ロジックによる換算によって仮想で実現しています。

CO2 削減量が大きいと採用できるわけでなく、コストとのバ
ランスが重要です。CMCOS では、コスト（設計単価）を併記
するため費用対効果が確認できます。CO2 とコストの二軸グ
ラフ表示も可能で、視覚的に建材を探すこともできます。 

各建材はメーカーが直接登録・編集する仕組みなので、更新のタイムラグ
が短く、最新の建材情報が自動的に CMCOS に集まります。

建材製造時の CO2 低減のためには、個別に情報収集
が必要ですが、多大な労力が掛かります。また、各メー
カーの算定基準・単位等が異なるため、容易に比較
もできません。一方、メーカー側もルールが統一さ
れていないため、対応に苦慮しています。
そこで CMCOS は、入力ルールの統一や換算・検索
機能をもつ WEB データベースを介在させ、全体最適
化を図り、これらの問題をスマートに解決します。



CMCOS の主な機能

CMCOS の計算ロジック

【お問合せ】

ver.3.1

東急建設株式会社　CMCOS 事務局
MAIL : cmcos@tokyu-cnst.co.jp

CO2 にフォーカスした
絞り込み機能01 CO2 とコストの

二軸グラフ表示機能02 マイリストによる
　ピックアップ機能03

CO2 自動換算機能による
ランキング表示と比較検証

「％による換算値で表示」した場合

各建材メーカーの算定

CMCOS 利用者の設定

「メーカー算定値で表示」した場合

04 独自の『CO2 基準値』
が設定可能05％による換算値で表示　▲

％による換算値で表示

メーカー算定値で表示

換算値＋算定値で表示

システム利用者側で
各部材の「CO2 基準値」を設定

各建材の「削減率」をもとに
メーカー算定値（ CO2 原単位）を換算

数値の前のアイコンが
変わります

メーカー値
のまま表示 換算値で表示

70kg-CO2/m2　△30% 削減　
【自社基準CO2　100kg-CO2/m2】

％による換算値
84kg-CO2/m2

メーカー算定値
70kg-CO2/m2

=120×(100 – 30)%

【基準CO2 120kg-CO2/m2】
で設定

CO2 算定のルールが業界で統一されていないため、
各建材メーカーの CO2 原単位がバラバラで算定され
ており、そのまま大小を比較するのが困難です。
CMCOS では以下の手順で独自に換算し、異なるルー
ルで算定された CO2 原単位でも仮想で比較・並び替
えできるようにしています。

CO2 削減量の大きい建材をリストアップ
する機能を中心に、様々な絞り込みがで
きます。CO2 削減量は換算値だけでなく
メーカー算定値や削減率を優先できるな
ど CO2 建材特有の検索機能を充実させて
います。

グラフ表示機能では、縦軸に CO2 排出量、
横軸にコストの二軸グラフに建材がプ
ロットされます。
CO2 削減効果とコスト増分とのバランス
を視覚的に確認することができ、費用対
効果を考慮した最適な建材を見つけ出す
ことができます。

検索した建材を選択してマイリストにま
とめることができ、必要な情報を CSV デー
タとして出力することで、設計図書や提
案書などの素材として活用できます。

CMCOS では、CO2 原単位が異なるルールで算定さ
れていても、比較検討できるように『CO2 基準値』
と削減率（％）を用いて自動的に換算し、ランキン
グや比較を実現します。
表示方法は、「換算値」と「メーカー算定値」を選ぶ
ことができます。

左の元になる『CO2 基準値』は利用者が
それぞれ独自に設定できます。
自社基準がない場合でも産業連関表ベー
スの数値がデフォルトで入っているので、
会員登録しすぐに CO2 比較することがで
きます。


